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真亀川

新規要望区間
(津波対策)
Ｌ＝1.4km

東金ダム

中橋

広域河川改修一般
(S60～H23)
Ｌ＝2.6km
整備済み

東金市街地

龍宮橋

不動堂観測所
仲蔵橋

黒潮橋

つつみ橋

境橋

幸田橋

広瀬橋

真亀堰

富士見橋

総合流域防災事業
(H24～H38)
Ｌ＝2.5km

・地元からも強い要望がある。

・東金市街地の内水被害を解
消する必要がある。

・拡幅のための用地を取得の
上、順次河道改修を実施する。

５．事業の進捗の見込みの視点（洪水対策）５．事業の進捗の見込みの視点（洪水対策）

計画の見直しによるコスト縮減
工事において発生する掘削土や発生コンクリート塊を再利用して、工事において発生する掘削土や発生コンクリート塊を再利用して、
築堤や護岸等を整備。築堤や護岸等を整備。
代替案の検討

代替案として、調節池等によって流出抑制を図る方法が考えられるが、代替案として、調節池等によって流出抑制を図る方法が考えられるが、
下流から整備が進んでいるため調節池の効果は余裕扱いとなること、下流から整備が進んでいるため調節池の効果は余裕扱いとなること、
用地買収面積が少なくて済むことから、河道改修案が最も有利と判断。用地買収面積が少なくて済むことから、河道改修案が最も有利と判断。

今後も新工法等の適用や効果的な整備手法を検討し、

維持管理を含めて、効率的な改修に努める

既設護岸等のコンク
リート塊の再利用
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６．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点（洪水対策）６．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点（洪水対策）



14

最大浸水面積：129ha

(湛水深：概ね1.5m以下)

真亀川

26

津波による浸水区域 最大想定浸水面積最大想定浸水面積
129ha129ha

②② 事業の投資効果事業の投資効果

７．７．事業の必要性に関する視点（津波対策事業の必要性に関する視点（津波対策））

③③ 事業の進捗状況事業の進捗状況

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

基本検討基本検討

工工 事事

用地買収用地買収

詳細設計詳細設計

現況調査現況調査

関係機関および関係機関および
地元説明会を実施済み地元説明会を実施済み
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龍宮橋

７．７． 事業の必要性に関する視点（津波対策）事業の必要性に関する視点（津波対策）

用地測量用地測量
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・地元説明会の開催の結果・地元説明会の開催の結果

津波対策における地元意識が高く、津波対策における地元意識が高く、

早期完成を望んでいる。早期完成を望んでいる。

８．事業の進捗の見込みの視点（津波対策）８．事業の進捗の見込みの視点（津波対策）

28

津波防御方式

河川津波対策には「堤防方式」を採用。

津波防御方式は、「堤防方式」「津波水門方式」

「津波水門方式」は、地震時に確実に閉鎖できる
施設や、津波発生時における操作員の安全性の
確保、さらに定期的なメンテナンスなど多くの課
題がある。

９．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点（津波対策）９．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点（津波対策）

29
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１０．対応方針１０．対応方針((案案))

（１）事業の必要性に関する視点（１）事業の必要性に関する視点

①社会経済情勢等①社会経済情勢等

・人々の防災意識の向上から、河口付近での津波対策への関心が高い。・人々の防災意識の向上から、河口付近での津波対策への関心が高い。
・未整備区間での内水被害は治まっていない。・未整備区間での内水被害は治まっていない。

②事業の投資効果②事業の投資効果

・費用対効果・費用対効果 B/C B/C ＝＝ ２．０２．０ > > １１

・確率規模・確率規模1/101/10年以下の浸水被害の解消（想定はん濫区域約４５０年以下の浸水被害の解消（想定はん濫区域約４５０a→a→浸水なし浸水なし））

③事業の進捗状況③事業の進捗状況

・事業進捗率＝約７７％・事業進捗率＝約７７％

（２）事業の進捗見込みの視点（２）事業の進捗見込みの視点

・地元からも強い要望がある。・地元からも強い要望がある。

・東金市街地の内水被害を解消する必要がある。・東金市街地の内水被害を解消する必要がある。

（３）コスト縮減や代替案の可能性（３）コスト縮減や代替案の可能性。。
・用地買収面積が少なくて済み、調整池設置等の代替案よりも現計画推進が有利。・用地買収面積が少なくて済み、調整池設置等の代替案よりも現計画推進が有利。
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１０．対応方針１０．対応方針((案案))
対応方針（案）対応方針（案）

河川整備計画に定めた整備区間の内、河川整備計画に定めた整備区間の内、

残事業区間について、事業を「残事業区間について、事業を「継続継続」し、」し、

津波対策事業を「津波対策事業を「追加追加」して、計画的に事業完了を図る。」して、計画的に事業完了を図る。

河川整備計画の目標河川整備計画の目標
１．目標流量を安全に流す、目標津波を越水させない
２．かんがい期において農業用水の利用に障害を生じさせな

いような河川構造とする
３．現存する自然生態系の復元を図るため、澪筋や水際の復

元等、施工時に適切な工夫を行う。
に基づき、川幅の拡幅、河床の掘削、築堤等を行う
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